
婦人32

婦人-32

Rp 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 2 3 4 5 ・・・ 8 ・・・ 15 ・・・ 21

1 点滴注 メイン 生理食塩液 500ｍＬ ～0：00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

2 点滴注 側管 ソルアセトＦ 500ｍＬ
9：00～

1時間かけて
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

3 点滴注 側管 グラニセトロン 1mg
10：00～

30分かけて ↓

アロカリス 235mg

デキサート注 9.9mg

4 点滴注 側管 デキサート注 6.6mg 10：00～ ↓ ↓ ↓ ↓

グラニセトロン 1mg 　30分かけて

5 点滴注 側管 ブレオ 30mg/body 10:30 ↓

生理食塩液 50ｍL 30分かけて

6 点滴注 側管 エトポシド注 100mg/㎡ 11：00～ ↓

生理食塩液 250ｍＬ 1時間かけて

7 点滴注 側管 エトポシド注 100mg/㎡ 10：30～ ↓ ↓ ↓ ↓

生理食塩液 250ｍＬ 1時間かけて

8 点滴注 側管 ラシックス 10ｍｇ ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ投与前 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

9 点滴注 側管 シスプラチン注 20mg/㎡ 12：00～15：00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生理食塩液 500ｍＬ 3時間かけて

10 点滴注 側管 ソルアセトＦ 500ｍＬ 15：00～17：00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

11 点滴注 側管 ソルデム３Ａ 500ｍＬ 17：00～19：00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

12 点滴注 側管 ソルアセトＦ 500ｍＬ 19：00～21：00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

13 点滴注 メイン 生理食塩液 500ｍＬ ルートキープ ↓ ↓

14 点滴注 側管 ソルアセトＦ 500ｍＬ 1時間かけて ↓ ↓

15 点滴注 側管 デキサート注 6.6mg 30分かけて ↓ ↓

生理食塩液 50ｍL

16 点滴注 側管 ブレオ 30mg/body 　30分かけて ↓ ↓

生理食塩液 50ｍL

17 点滴注 側管 ソルアセトＦ 500ｍＬ 3時間かけて ↓ ↓

★１クール＝21日

～MEMO～

・　１クール21日、計3～4クール行なう。

・　胚細胞性腫瘍は、BEP療法にて根治的治療可能なため、予防的G-CSF使用が認められる。
・　投与スケジュールを守れるようにG-CSFにてコントロールする。
・　間質性肺炎に注意し、毎クール　C-Xp、BGAチェックを行なう。
・　ブレオ投与後には発熱する。（アセトアミノフェンなどの処方を考慮する。）
・　ブレオの１回の投与量は、MAX＝30mgまで、総投与量は360ｍｇ以下とする。

科名

対象疾患名

プロトコール名 BEＰ療法 (イメンド併用）

卵巣腫瘍（胚細胞性腫瘍）

婦人科
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